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特
定
健
康
診
査
と
は
、
一
般
的
に
「
特

定
健
診
」
や
「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
い
わ
れ
、

本
市
で
は
、
表
１
の
項
目
の
診
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
略
で
、
内
臓
肥
満
や
高
血
圧
、
脂
質

異
常
症
（
高
脂
血
症
）
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
が
複
数
起
こ
っ
て
い
る
状
態

を
い
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
が
重
く
な
る

と
、
動
脈
硬
化
が
進
み
や
す
く
な
り
、
そ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
脳
梗
塞
や
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
を
発
症
す
る
可
能
性
が
と
て
も

高
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
今
、
メ
タ
ボ
で

は
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
異
常

が
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣
病

は
一
般
的
に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
で
、
自
分
で
は
気
付
き
に
く
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
特
定
健
診
は
隠
れ
た
異

常
を
早
く
見
つ
け
る
た
め
に
、
と
て
も
良

い
機
会
で
す
。
ま
た
、
特
定
健
診
に
よ
り

特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な
っ
た
人
は
無

料
で
保
健
指
導
（
生
活
習
慣
改
善
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
支
援
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

特
定
健
康
診
査
で
分
か
る
こ
と

本
市
の
特
定
健
診
の
状
況
は
？

　

平
成
27
年
度
の
本
市
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
特
定
健
診
を
受
け
た
人
は
４
３

２
６
人
、
受
診
率
は
34
・
６
％
で
し
た
。

　

そ
の
う
ち
要
精
密
検
査
対
象
者
は

３
６
７
人
で
し
た
が
、
精
密
検
査
を
受
け

放
っ
て
お
け
な
い
糖
尿
病

　

生
活
習
慣
病
は
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
（
高
脂
血
症
）
、
高
血
圧
な
ど
が
重
複

し
て
発
症
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

特
に
糖
尿
病
は
動
脈
硬
化
を
進
行
す
る

ば
か
り
か
、
目
や
足
、
腎
臓
な
ど
に
多
く

存
在
す
る
細
い
血
管
を
も
ろ
く
さ
せ
て
、

視
力
の
低
下
や
失
明
、
壊え

そ疽
に
よ
る
足
の

切
断
、
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
腎
不
全
、

脳
梗
塞
、
白
内
障
、
網
膜
症
、
歯
周
病
、

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
神
経
障
害
、
脂
肪

肝
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ

す
、
と
て
も
や
っ
か
い
な
病
気
で
す
。

「
要
精
密
検
査
」
の
場
合
は
必
ず

再
検
査
が
必
要
で
す

　

生
活
習
慣
病
の
状
態
を
き
ち
ん
と
把
握

し
、
生
活
の
見
直
し
を
し
た
り
、
早
く
か

ら
治
療
を
始
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
合
併

症
を
予
防
し
た
り
、
病
気
の
進
行
を
抑
え

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

肥
満
と
糖
尿
病

肥
満
と
糖
尿
病

肥
満
に
よ
る
糖
尿
病
が
急
増

　

現
代
人
は
、
過
食
や
運
動
不
足
で
肥
満

に
な
り
が
ち
で
す
。
肥
満
に
な
る
と
軽
い

糖
尿
病
状
態
に
な
る
人
が
増
え
ま
す
が
、

初
期
の
う
ち
に
肥
満
を
解
消
す
る
こ
と
で
、

正
常
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
ま
ま
肥
満
を
放
置
し
続
け
る
と
、
糖

尿
病
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
肥
満
が
原
因
で
発

症
す
る
糖
尿
病
が
増
え
て
い
ま
す
。

減
量
が
治
療
の
原
点

　

糖
尿
病
治
療
の
最
大
の
目
的
は
、
イ
ン

ス
リ
ン
の
効
き
目
を
回
復
さ
せ
、
正
常
な

血
糖
状
態
を
取
り
戻
す
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
体
重
を
減
ら
す
こ
と
が
先
決

で
す
。
体
重
を
３
㎏
減
ら
す
こ
と
で
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
感
受
性
や
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
目
に
見
え
て
改
善
し
て
き
ま
す
。

　

減
量
は
、
食
事
療
法
と
運
動
療
法
の
組

み
合
わ
せ
で
行
う
方
法
が
効
果
的
で
す
。

食
事
療
法
で
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
限
し
、

運
動
療
法
で
代
謝
を
改
善
し
て
、
太
り
に

減
量
に
よ
る
治
療
効
果

　

減
量
は
目
標
に
よ
っ
て
短
期
と
長
期
に

分
け
た
２
段
階
方
式
が
適
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
短
期
間
で
大
き
く
減
量
し
、
次
に

長
期
間
で
じ
っ
く
り
確
実
に
減
量
し
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
20
〜
24
㎏
／
㎡
程

度
に
落
ち
着
く
こ
と
が
目
標
で
す
が
、
減

量
の
目
的
は
、
薬
物
療
法
の
助
け
を
借
り

な
く
て
も
、
血
糖
値
を
正
常
範
囲
に
保
て

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

特定健康診査項目
身
体
測
定

腹囲

血
液
検
査

脂
質

中性脂肪（ＴＧ）

ＢＭＩ（身長・体重） ＨＤＬコレステロール

血
圧
測
定

収縮期（最高）血圧 ＬＤＬコレステロール

拡張期（最低）血圧 血
糖
空腹時血糖
または
ＨｂＡ１ｃ尿

検
査

尿糖

尿たんぱく 肝
機
能

ＡＳＴ（ＧＯＴ）
ＡＬＴ（ＧＰＴ）

　　　心電図
　　　貧血検査
　　　眼底検査

γーＧＴ（γーＧＴＰ）

問診・診察

ど
の
く
ら
い
放
置
す
る
と
危
険
？

　

高
血
糖
状
態
を
放
置
し
た
り
、
治
療
を

受
け
て
も
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま

く
で
き
な
い
場
合
は
、
個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
大
ま
か
に
表
２
の
よ
う
な
期
間
で

合
併
症
を
発
症
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

健診は健康づくりの第一歩健診は健康づくりの第一歩
　　平均寿命や健康寿命に影響すると考えられるのは、がん、心疾患、脳血管疾患、糖尿病などの生活習慣病
で、全死因の約60％をしめています。生活習慣病は普段の生活の見直しで予防ができます。生活の中に意識
して運動を取り入れたり、バランスのとれた食事を心掛けて、続けるだけでも効果があります。さらに、自
分の健康状態を把握するために重要な特定健康診査を受けることは、健康づくりの第一歩といえます。

糖尿病神経障害 　 壊疽

糖尿病網膜症 　 失明

糖尿病腎症 　 腎不全

動脈硬化 　 心臓病・脳卒中

糖尿病発症 ５年 10年 15年
※動脈硬化は、糖尿病以外の要因（高血圧、脂質異常、喫煙な
　ど）でも進行するため、糖尿病発症以前から進行している場
　合があります。

出典：週刊東洋経済2011年２月５日号
ＮＨＫ『きょうの健康』2010年８月号などをもとに作成

表２ 表１

た
人
は
約
半
数
の
１
８
４
人
で
し
た
。

　

再
検
査
（
要
精
密
検
査
）
を
受
け
て
い

な
い
人
が
と
て
も
多
い
状
況
で
す
。

薬
を
減
ら
す
努
力
を

　

現
在
、
経
口
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
の

薬
物
療
法
を
し
て
い
る
場
合
で
も
、
食
事

と
運
動
に
よ
る
減
量
を
着
実
に
行
う
こ
と

で
、
薬
か
ら
脱
却
で
き
る
こ
と
も
よ
く
あ

り
ま
す
。
薬
物
の
使
用
量
は
最
小
限
に
抑

え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
血
糖
値
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

常
に
、
治
療
の
原
則
で
あ
る
「
食
事
と
運

動
」
に
よ
る
減
量
に
立
ち
返
る
こ
と
こ
そ

が
、
治
療
の
最
大
の
近
道
で
す
。

ウォーキン
グは誰でも

手軽にでき
る運動です

。

次ページを
ご覧くださ

い。

減
量
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

❶ 

太
っ
て
い
る
今
が
チ
ャ
ン
ス

　

現
在
肥
満
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
す
い
臓
の
β
細
胞
が
障
害
を
受
け

る
ま
で
、
ま
だ
病
気
が
進
行
し
て
い
な

い
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

β
細
胞
が
障
害
さ
れ
た
結
果
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
分
泌
が
不
足
し
始
め
る
と
、
減

量
し
な
く
て
も
不
自
然
に
や
せ
て
き
ま

す
。
糖
尿
病
を
軽
度
の
う
ち
に
治
せ
る

チ
ャ
ン
ス
は
今
な
の
で
す
。

❷ 

運
動
療
法
を
始
め
る
前
に

　

い
き
な
り
運
動
療
法
を
始
め
る
と
、

筋
肉
の
断
裂
や
関
節
を
痛
め
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
軽
い
運
動
か
ら
始

め
、
筋
力
を
つ
け
る
運
動
も
メ
ニ
ュ
ー

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

❸ 

体
重
減
少
の
停
滞
は
つ
き
も
の

　

減
量
を
続
け
る
と
、
途
中
で
体
重
減

少
が
停
滞
す
る
時
期
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
あ
せ
ら
ず
に
、
軽
い
摂
取

カ
ロ
リ
ー
の
制
限
と
、
運
動
を
続
け
る

日
々
の
努
力
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

❹ 

極
端
な
減
量
は
禁
物

　

極
端
な
減
量
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、

減
量
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
き
、
か
え

っ
て
体
重
が
前
よ
り
増
え
て
体
重
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
不
良
に
な
り
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
や
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2017年も健やかに生き生きと暮らそう2017年も健やかに生き生きと暮らそう
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ナ
ー
・
肥
満
と
糖
尿
病
」

糖尿病予防は食事療法と運動療法で
　糖尿病は、血糖を下げるホルモンである
インスリンの効きが悪くなったり、不足し
たりして血糖値が高くなる病気です。高血
糖を放置すると合併症をきたします。３大
合併症は網膜症と腎症と神経症です。網膜
症の悪化で失明、腎症の悪化で透析、神経
症の悪化で足壊疽になります。また、糖尿
病は動脈硬化によって、脳梗塞、心筋梗塞
などの大血管障害を引き起こします。
　肥満で糖尿病になる原因はカロリーの取
り過ぎです。日本では戦後になって脂肪の
摂取量が増えています。ご飯を食べないで、
高脂肪な物を食べるようになってきました。
それが肥満に拍車をかけています。きちん
とご飯を食べずに余計な物を食べるから太るのです。また、自家
用車の普及で運動不足をきたして肥満が増え、糖尿病が急増して
います。
　予防は、食べ過ぎない事と運動する事です。体格に合った主食
量を守り、野菜から食べて、ゆっくりよく噛んでください。そう
すると、血糖を下げるホルモンが腸から出てくれます。噛むこと
から食事療法が始まるのです。そして、小まめに歩き、家の中で
も体操やストレッチをすること。その効果で筋肉の中にたまった
脂肪がとれてインスリンの効きも良くなります。日ごろから高カ
ロリーな食事になりがちな昨今、正月こそ粗食にするのもアイデ
アの一つかもしれません。

　  中央病院医療局医師
　  糖尿病外来
　  はるひと診療所院長

片
か た の

野 春
はる ひ と

人 医師

く
い
体
質
に
変
え
て
い
き
ま
す
。
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